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１　ご挨拶

連絡会会長　牧田紀子

　新年を迎えて１ヶ月あまりの月日が流れようとしています。毎日厳しい寒さの中、みなさんいかがお過ごしでしょうか？　特に雪に閉ざされる北国にいらっしゃるみなさん、お変わりありませんか？

　連絡会は新年早々から忙しく活動しています。障がい者制度改革推進会議および総合福祉部会・聴覚障害者制度改革推進中央本部主催の会議などへの出席も昨年に引き続いて行っています。

　１月１３日（木）、１４日（金）には全国盲ろう者協会と連絡会との合同会議を開き、今後の取り組みについて話し合いました。その中で先日お知らせしましたように長年に渡って要望し続けてきた「特別障害者手当の認定基準の中に視野障害も加えてほしい」という要望が認められたと報告がありました。各地域の障害福祉課などへの問い合わせならびに申請をお勧めします。

　また、今後の盲ろう者福祉を考えるに当たって、連絡会には新しい盲ろう者の人材育成をする大きな任務があることを改めて確認しました。活動が拡大化するに伴い、それに必要な人材を育てていくべきだと思います。同時に盲ろう者福祉に意欲と熱意のある方には、積極的に活動に関わっていただきたいと願っています。

　その他まだ未加盟団体への呼びかけをはじめ、いろいろな課題に取り組んでいかなければなりませんが、連絡会として何をすべきかを見極めながら進めて行きたいと思います。

　今年もみなさんのご協力を宜しくお願いします。

２　障がい者制度改革推進会議関係の報告

事務局長　庵　悟

　２０１０年１２月１７日、第２９回障がい者制度改革推進会議において、障害者制度改革のための第二次意見がまとめられました。

　これは、今開かれている通常国会で、「障害者基本法」の改正法案が提出される運びになっていて、それに向けての推進会議としての意見がまとめられたものです。

　障害者基本法は、国内の障害者に関わる法律に強い力をもつ法律です。推進会議が毎週のように開催されるという過密なスケジュールで、充分検討する時間がない中、連絡会として、盲ろう者の立場からは、門川副会長より、以下の３つの提案をし、第二次意見に反映させることができました。

提案１

　現行の法律で「盲ろう」など法的にまだ位置づけられていない独自の障害に対応できるようにしてほしい。

→反映された箇所

　「１）目的

　　・障害のない人との格差、及び障害者間の種
　　　別・程度による制度間格差をなくすと共に、
　　　各障害の独自の障害特性やニーズに配慮す
　　　ることによって、すべての障害者に障害のな
　　　い人と平等の権利を保障すること。」

提案２

　自己決定だけでなく、「自己選択」の言葉を盛り込んでほしい。

→反映された箇所

　「３）基本理念（推進会議の認識）【自己決定の
　　権利とその保障】

　　すべての障害者は、障害のない人と平等に自己
　　選択と自己決定の権利を有する。（以下、省
　　略。）」

提案３

　盲ろう者の多様なコミュニケーション手段を明記してほしい。

→反映された箇所

　「３）基本理念（推進会議の認識）【言語・コミ
　　ュニケーションの保障】

　「（・・・省略）。コミュニケーションを保障する
　　ための必要な手段には、言語及び言語を起点と
　　する音声、筆談、点字、文字表示、わかりやす
　　い言葉、拡大文字、指文字、また実物や身振り
　　サイン等による合図、触覚による意思伝達があ
　　りまた、手話、要約筆記、指点字、触手話、手
　　書き文字、朗読などの通訳者や説明者等の人的
　　支援、さらに補聴援助システムその他の情報支
　　援技術を利用した補助代替的手段を含む。」

以上です。

　これから、今国会での障害者基本法改正の成立に向けた、各省庁や政党どうしの意見調整がすすめられるようです。

　私たち盲ろう者にとって、見過ごせない１年になりそうです。

　みなさん、ぜひ、第二次意見をお読みいただき、ご意見がありましたら、連絡会までお寄せ下さい。

　なお、以下のホームページから、第二次意見のデータをダウンロードすることができます。

http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/kaikaku/kaikaku.html

　また、総合福祉部会においては、渡井委員が盲ろう者福祉の根幹ともいえる通訳・介助員養成・派遣事業に関わる意見を発言しています。

　今年の８月の障害者総合福祉法（仮称）の提言に向けて、細かい議論を重ねています。

　さらに、聴覚障害者制度改革推進中央本部では、情報アクセスやコミュニケーション支援のありかたについて検討がなされています。その会議には、盲ろうの立場から、藤鹿委員が参加し、独自の障害としての盲ろうの立場を積極的に発言しています。

　このように、今年は、私たち盲ろう者のこれからの未来を大きく左右する重要な年です。どんなささいなことでもよいですので、地域の身近な問題から出発して、盲ろう者にとって暮らしやすい社会づくりのために、意見を活発に出し合える年にしていきましょう。

３　連絡会の活動報告

昨年の８月１５日以降、以下の活動を行った。

２０１０年

　８月２２日（日）　第１回役員会（札幌）

　　　２３日（月）　第３回連絡会総会（札幌）

　９月１０日（金）　２０１３年世界会議実行委
　　　　　　　　　　員会予備会議（東京）

１０月１５日（金）　メールマガジン第７号発行

１２月　３日（金）　第２回役員会（東京）

　　　１５日（水）　メールマガジン第８号発行

２０１１年

　１月１３日（木）～１４日（金）
　　　　　　　　　　協会との合同会議（東京）

　２月１５日（火）　機関誌第７号発行

※その他、以下の取り組みを行なった。

〇障がい者制度改革推進会議、総合福祉部会、聴覚障害者制度改革推進中央本部、ＪＤＦ等の各種会議において、門川副会長、渡井委員、藤鹿委員が盲ろうの代表として出席し、意見書提出等に取り組んだ。また、推進会議の傍聴に、牧田会長、藤鹿委員が参加した。

〇１２月３日（金）～４日（土）協会主催の全国盲ろう者団体代表者会議の企画運営に、大杉委員が参加。

〇第２１回全国盲ろう者大会（静岡）の実行委員長として、牧田会長が選出され、大会準備の取り組みを始めた。

４　【連載】各地の盲ろう者団体の活動

（このコーナーでは、各地の盲ろう者団体の活動の様子などを掲載します。今回は徳島盲ろう者友の会の活動を紹介します。）

『徳島盲ろう者友の会の活動について』

会長　角田　初江

【徳島盲ろう者友の会のあゆみ】

１９９８年（Ｈ．１０）

　「第８回全国盲ろう者大会（東京大会）」に、近藤孝直さんが初めて徳島から参加しました。これをきっかけに１１月に盲ろう者のコミュニケーション学習会を開き「徳島盲ろう者友の会設立準備会」を立ち上げました。

２０００年（Ｈ．１２）

　５月２０日「徳島盲ろう者友の会」を設立。徳島県が実施する「盲ろう者向け通訳・介助員養成講座」に友の会から講師を派遣しました。毎月の交流会では、手で触ったり味わったりする体験を大切にしながら、盲ろう児、盲ろう者、支援者の輪を少しずつ広げていきました。

２００１年（Ｈ．１３）

　「第７回中四国盲ろう者大会」を徳島で開催し、テーマごとの分科会やスポーツ交流会を行いました。

２００２年（Ｈ．１４）

　盲ろう者が働ける場、生きがいの場として、小さな二間の借家にて「重複聴覚障害者地域共同作業所やまもも」を開所しました。実績がなく助成金が下りない間は、友の会の会費や、会員や支援者等による寄付を財源として運営しました。

２００６年（Ｈ．１８）

　障害者自立支援法の施行による制度改革を受けて、支援者や家族が中心となり「ＮＰＯ法人聴覚・ろう重複障害者生活支援センター」を設立。安定的な共同作業所の運営に取り組むための基盤づくりをしました。「共同作業所やまもも」は「地域活動支援センターやまもも」として再スタートしました。友の会は「やまもも」の運営をＮＰＯに託し、当事者団体としてＮＰＯの活動に協力しています。

２００７年（Ｈ．１９）

　第１３回中四国盲ろう者大会を徳島で開催。盲ろう者の意見発表や、体力テストを行いました。

２００９年（Ｈ．２１）

　徳島県で盲ろう者向け通訳・介助員派遣事業が始まりました。派遣事業と養成事業はＮＰＯが県の委託を受けて実施しており、友の会は講師を派遣したり、当事者団体として意見を出して事業の運営に協力しています。

２０１０年（Ｈ．２２）

　１１月２０日「徳島盲ろう者友の会設立１０周年記念フォーラム」を開催しました。盲ろう者のことを知らない人々にも盲ろう者に対する理解を広めるため、県内外のストリートダンサーやサインダンサーに出演の協力をお願いしました。盲ろう者によるファッションショーや意見発表、大杉勝則さんによる講演に触れた参加者から、多くの感動の声が寄せられました。

【主な活動内容】

・役員会

　毎月第１金曜日の夜６時から「地域活動支援センターやまもも」で開催しています。会の前に手作りの夕食で腹ごしらえをするのも楽しみのひとつ。次回の献立はきつねうどん！

・定例交流会

　基本的に毎月第４土曜日に行います。内容は、コミュニケーション学習会、いちご狩り、こんにゃく作り体験、ピザ作り体験、バーべキューなど。友の会には１８歳～７５歳の盲ろう者がいて、盲ろう者以外の会員最高齢は８６歳。みんなで協力していろいろな体験を楽しんでいます。また毎年４月は大阪の「すまいる」と合同お花見交流会を開いています。

・他団体との協力

　「聴覚障害者制度改革推進徳島本部」に参加し他の関係団体と共に運動を進めています。

・機関誌

　１年に２回発行。そろそろ今年度の第２号を出さなくては。

【今後の目標】

　通訳・介助者の数をもっと増やし、盲ろう者と通訳・介助者が一緒になって、家に閉じこもっている盲ろう者の掘り起こしをしたいと思います。また、手話だけでなく、点字や指点字など、盲ろう者のいろいろなコミュニケーション方法をみんなで勉強したいと思います。　

　今後とも全国の皆様のご指導ご協力をよろしくお願いいたします。

５　連絡会加盟団体

岩手盲ろう者友の会

山形県盲ろう者友の会

栃木盲ろう者友の会「ひばり」

群馬盲ろう者つるの会

埼玉盲ろう者友の会

ＮＰＯ法人千葉盲ろう者友の会

ＮＰＯ法人東京盲ろう者友の会

神奈川盲ろう者ゆりの会

新潟盲ろう者友の会

石川盲ろう者友の会

岐阜盲ろう者友の会

静岡盲ろう者友の会

愛知盲ろう者友の会

三重盲ろう者きらりの会

京都盲ろう者ほほえみの会

ＮＰＯ法人大阪盲ろう者友の会

ＮＰＯ法人視聴覚二重障害者福祉センター「すまいる」

ＮＰＯ法人兵庫盲ろう者友の会

奈良盲ろう者友の会「やまとの輪」

ＮＰＯ法人和歌山盲ろう者友の会

岡山盲ろう者友の会

広島盲ろう者友の会

山口盲ろう者友の会

徳島盲ろう者友の会

香川盲ろう者友の会

ＮＰＯ法人えひめ盲ろう者友の会

長崎盲ろう者友の会

熊本盲ろう者夢の会

沖縄盲ろう者友の会

６　編集後記

編集担当　石川　隆

　今年の冬は一段と寒さが増してきていますが、みなさんお変わりなくお過ごしでしょうか。

　今インフルエンザが流行っています。今年に入ってから、インフルエンザで学年閉鎖や学級閉鎖した小中学校が増えているとニュースで知りました。風邪やインフルエンザを予防するためにも、外出先から帰ったら、手洗い・うがいの習慣をつけるようにしましょう。

　さて、今回発行した機関誌第７号はいかがでしたか？　小さな機関誌ですが、連絡会の活動を広くお知らせするために、今後も続けて発行していきたいと考えています。ご愛読の程よろしくお願いいたします。

　次回の機関誌は８月に発行する予定です。お楽しみに。
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